
復
興
か
ら
成
長
へ
─

高
度
成
長
の
光
と
影

六
八
人
、
軽
傷
者
二
万
二
七
五
五
人
、
計
四
万
一
四
九
〇
人
に
達
し
た
。
建
物
の
被
害
は
、
全
焼
全
壊
一
八
万
九
九
〇
一
戸
、

半
焼
半
壊
九
三
九
六
戸
、
計
一
九
万
九
二
九
七
戸
に
の
ぼ
っ
た
と
い
う
。

第
四
節
　
敗
戦
・
復
興
そ
し
て
成
長
へ

敗
戦
と
占
領
─
非

軍
事
化
と
民
主
化

昭
和
二
十
（
一
九
四
五
）
年
八
月
十
五
日
、
日
本
は
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
諾
し
て
降
伏
し
た
。
九
月
二
日

に
は
、
ミ
ズ
ー
リ
艦
上
で
降
伏
文
書
へ
の
調
印
が
行
わ
れ
、
こ
こ
に
ダ
グ
ラ
ス
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
を
連
合

国
軍
最
高
司
令
官
と
す
る
占
領
が
始
ま
っ
た
。
以
後
、
占
領
軍
は
国
内
各
地
に
展
開
し
て
い
く
。

　
兵
庫
県
へ
の
最
初
の
進
駐
は
九
月
二
十
五
日
だ
っ
た
。
早
朝
和
歌
山
湾
に
上
陸
し
た
米
第
六
軍
第
三
三
師
団
の
一
部
が
、
夕

方
神
戸
に
姿
を
見
せ
た
。
司
令
部
（
兵
庫
軍
政
部
）
は
、
二
十
四
年
近
畿
民
事
部
に
改
組
さ
れ
る
ま
で
県
会
議
事
堂
の
建
物
に

置
か
れ
た
。
占
領
軍
は
、
姫
路
、
西
宮
、
宝
塚
な
ど
県
内
各
地
に
散
っ
て
い
っ
た
。
三
宮
税
関
前
や
神
戸
駅
前
に
キ
ャ
ン
プ
が

設
置
さ
れ
、「
日
本
人
立
入
禁
止
」
の
看
板
が
立
て
ら
れ
た
。
県
内
の
占
領
軍
の
兵
員
数
は
二
十
年
末
で
一
万
六
〇
〇
〇
人
近

く
に
及
ん
だ
。

　
荒
涼
と
し
た
焦
土
の
中
、
人
び
と
の
衣
食
住
は
窮
迫
し
、
飢
餓
線
上
を
さ
ま
よ
う
。
昭
和
二
十
年
は
、
明
治
三
十
八
年
以
来

の
凶
作
で
、
一
〇
〇
〇
万
人
餓
死
説
が
流
れ
る
な
ど
、
食
糧
危
機
は
切
迫
の
度
を
深
め
つ
つ
あ
っ
た
。

　
こ
の
間
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
率
い
る
連
合
国
最
高
司
令
官
総
司
令
部
（
以
下
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
）
は
、
十
月
の
「
人
権
指
令
」、
つ
づ
く
「
五
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大
改
革
指
令
」
と
民
主
化
に
乗
り
出
し
た
。
婦
人
の
解
放
、
労
働
組
合
の
育
成
、
教
育
の
民
主
化
、
経
済
の
民
主
化
、
秘
密
機

構
の
解
体
な
ど
で
あ
る
。
日
本
の
政
治
・
経
済
・
社
会
な
ど
様
々
な
分
野
に
改
革
の
嵐
が
吹
く
こ
と
に
な
る
。

　
昭
和
二
十
一
年
一
月
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
軍
国
主
義
者
な
ど
の
公
職
か
ら
の
追
放
を
指
令
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
十
七
年
の
翼
賛
選
挙

で
推
薦
を
受
け
た
者
は
立
候
補
で
き
な
く
な
っ
た
。
そ
し
て
、
四
月
に
は
、
初
め
て
女
性
が
参
政
権
を
行
使
し
た
総
選
挙
が
行

わ
れ
た
。

　
二
十
一
年
十
一
月
三
日
、
民
主
化
の
頂
点
に
立
つ
日
本
国
憲
法
が
公
布
さ
れ
、
翌
二
十
二
年
五
月
三
日
施
行
さ
れ
た
。
憲
法

の
施
行
に
合
わ
せ
て
、
地
方
自
治
法
が
公
布
施
行
さ
れ
た
。
知
事
、
市
町
村
長
が
選
挙
で
選
ば
れ
る
こ
と
に
な
り
、
特
別
市
に

関
す
る
規
定
、
国
の
地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
監
督
事
項
の
廃
止
・
制
限
な
ど
、
ま
さ
に
画
期
的
な
も
の
だ
っ
た
。
二
十
二
年

一
月
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
市
町
村
行
政
の
末
端
を
構
成
し
、
戦
争
遂
行
の
一
端
を
担
っ
た
と
し
て
、
町
内
会
・
部
落
会
の
廃
止
を
命
じ

た
。

　
翌
二
十
二
年
四
月
五
日
、
初
め
て
の
知
事
・
市
町
村
長
選
挙
が
行
わ
れ
た
。
県
知
事
選
で
は
、
最
後
の
官
選
知
事
岸き
し

田だ

幸さ
ち

雄お

が
最
初
の
公
選
知
事
と
な
り
、
神
戸
市
長
に
は
、
元
衆
議
院
議
員
の
小
寺
謙
吉
が
選
ば
れ
た
。
県
会
議
員
・
市
町
村
議
会
選
挙

は
三
〇
日
に
行
わ
れ
た
。
県
会
議
員
選
挙
は
、
任
期
延
長
が
繰
り
返
さ
れ
、
七
年
ぶ
り
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
開
票
の
結
果
、
兵

庫
県
民
主
政
治
会
四
二
、
民
主
党
四
、
社
会
党
一
三
、
自
由
党
二
、
無
所
属
一
で
、
新
議
員
五
九
、
前
議
員
一
二
、
元
議
員
一

だ
っ
た
が
、
保
守
陣
営
の
強
さ
を
示
し
た
。

　
経
済
の
民
主
化
は
、
財
閥
解
体
、
農
地
改
革
、
そ
し
て
労
働
改
革
と
し
て
あ
ら
わ
れ
た
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
財
閥
、
地
主
、
官
僚
を

日
本
軍
国
主
義
の
元
凶
と
考
え
て
い
た
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
対
日
管
理
方
針
は
、
軍
需
工
場
の
停
止
命
令
、
財
閥
解
体
、
財
界
首
脳
の
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追
放
、
賠
償
の
た
め
の
保
全
工
場
の
指
定
、
私
的
独
占
の
禁
止
、
過
度
の
経
済
力
の
集
中
排
除
な
ど
厳
し
い
も
の
だ
っ
た
。
県

内
で
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ポ
ー
レ
ー
公
使
を
代
表
と
す
る
賠
償
使
節
団
の
厳
し
い
方
針
の
も
と
、
三
菱
・
川
崎
・
播
磨
の
各
造
船

所
は
じ
め
五
八
工
場
が
賠
償
工
場
に
指
定
さ
れ
、
保
全
管
理
を
命
じ
ら
れ
た
。
三
菱
重
工
業
は
過
度
経
済
力
集
中
排
除
法
に
よ

り
三
分
割
さ
れ
た
。

　
農
地
改
革
で
は
、
不
在
地
主
が
否
定
さ
れ
、
在
村
不
耕
作
地
主
も
一
町
以
上
の
小
作
地
の
保
有
が
禁
じ
ら
れ
た
。
こ
の
結
果
、

昭
和
二
十
五
年
ま
で
に
兵
庫
県
で
は
三
万
六
〇
〇
〇
町
歩
の
小
作
地
が
買
収
さ
れ
、
約
一
六
万
戸
の
自
作
農
が
創
設
さ
れ
た
。

ま
た
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
労
働
組
合
の
育
成
・
助
長
を
図
っ
た
。
二
十
年
末
に
は
、
団
結
権
・
団
体
交
渉
権
・
争
議
権
な
ど
労
働
組
合
法

が
成
立
し
、
憲
法
に
も
労
働
三
権
の
保
障
が
明
文
化
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
、
労
働
組
合
は
二
十
年
末
三
一
組
合
四
万
五
〇
〇
〇

人
に
過
ぎ
な
か
っ
た
も
の
が
、
半
年
後
の
二
十
一
年
六
月
に
は
五
〇
〇
余
組
合
の
二
〇
万
人
と
な
っ
た
。

　
教
育
の
民
主
化
で
は
、
二
十
年
十
月
末
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
軍
国
主
義
・
国
家
主
義
的
思
想
及
び
教
員
の
徹
底
的
排
除
を
図
っ
た
。

そ
し
て
、
二
十
二
年
三
月
教
育
基
本
法
な
ら
び
に
学
校
教
育
法
が
制
定
公
布
さ
れ
、
教
育
の
機
会
均
等
・
男
女
共
学
・
政
治
教

育
の
重
視
が
規
定
さ
れ
た
。
ま
た
学
校
教
育
法
で
は
、
小
学
校
六
年
・
新
制
中
学
校
三
年
の
義
務
教
育
九
年
と
す
る
六
三
制
の

実
施
が
決
ま
っ
た
。

　
新
学
制
の
中
心
と
な
っ
た
の
は
、
新
制
中
学
（
県
内
で
三
五
七
）
で
、
二
十
二
年
四
月
発
足
予
定
だ
っ
た
が
、
校
舎
不
足
（
独

立
校
舎
を
も
つ
も
の
は
わ
ず
か
三
〇
校
）、
教
師
不
足
、
机
・
腰
掛
け
不
足
な
ど
難
産
を
き
わ
め
た
。
さ
ら
に
旧
制
中
学
校
の
統
合

に
よ
る
新
制
高
等
学
校
が
、
総
合
制
・
男
女
共
学
・
学
区
制
を
建
前
と
し
て
二
十
三
年
四
月
か
ら
発
足
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

二
十
三
年
に
は
、占
領
下
で
初
め
て
、か
つ
唯
一
の
非
常
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
た
朝
鮮
人
学
校
事
件
（
阪
神
教
育
闘
争
）
が
起
こ
っ
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て
い
る
。

　
警
察
も
民
主
化
・
分
権
化
さ
れ
、
市
町
村
公
安
委
員
会
管
理
の
下
、
市

及
び
人
口
五
〇
〇
〇
以
上
の
町
村
に
自
治
体
警
察
が
、
そ
れ
以
外
に
国
家

地
方
警
察
が
設
け
ら
れ
た
。
神
戸
・
尼
崎
・
姫
路
・
西
宮
・
明
石
・
伊
丹
・

芦
屋
・
洲
本
・
相
生
の
九
市
と
四
六
町
村
に
自
治
体
警
察
が
置
か
れ
た
。

消
防
で
は
官
設
消
防
が
市
町
村
に
移
管
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

町
村

合
併

兵
庫
県
で
は
戦
後
、
近
代
的
都
市
計
画
の
樹
立
あ
る
い
は
著
し

い
人
口
増
加
な
ど
を
予
想
し
て
、
文
化
都
市
、
田
園
都
市
づ
く

り
を
目
指
し
、
神
戸
市
、
姫
路
市
、
尼
崎
市
な
ど
に
お
い
て
周
辺
の
市
町

村
と
の
合
併
が
行
わ
れ
て
い
た
。

　
神
戸
市
は
、
戦
時
中
の
昭
和
十
七
年
に
垂た
る

水み

町
を
編
入
、
二
十
二
年
三

月
に
は
国
際
貿
易
都
市
・
特
別
市
を
目
指
し
て
、
北
部
の
有
馬
町
・
山
田
・

有
野
・
神
出
・
伊
川
谷
・
櫨は
せ
谷た

に
・
押
部
谷
・
玉
津
・
平
野
・
岩
岡
の
九
村
、

二
十
五
年
四
月
に
は
東
部
の
武
庫
郡
御
影
町
・
魚
崎
町
・
住
吉
村
、
続
い

て
十
月
に
本
庄
村
・
本
山
村
の
五
カ
町
村
と
合
併
し
た
。

　
姫
路
市
は
、
近
代
文
化
都
市
を
目
指
し
て
、
二
十
一
年
三
月
飾
磨
市
・

白
浜
町
・
広
畑
町
・
大
津
村
・
網あ

干ぼ
し
町
・
余よ

部べ

村
・
勝
原
村
の
隣
接
市
町

表2　兵庫県における市制施行（昭和25 〜 42年）

市名 年 月日 関係町村
豊岡市 昭和25（1950）年 4月1日 城崎郡豊岡町、五荘村、新田村、中筋村
加古川市 昭和25（1950）年 6月15日 加古郡加古川町、神野村、平岡村、野口村、尾上村
赤穂市 昭和26（1951）年 9月1日 赤穂郡赤穂町、坂越町、高雄村
西脇市 昭和27（1952）年 4月1日 多可郡西脇町、日野村、重春村、比延庄村
宝塚市 昭和29（1954）年 4月1日 川辺郡宝塚町、武庫郡良元村
三木市 昭和29（1954）年 6月1日 美嚢郡三木町、別所村、口吉川村、細川村
高砂市 昭和29（1954）年 7月1日 加古郡高砂町、荒井村、印南郡曽根町、伊保村
川西市 昭和29（1954）年 8月1日 川辺郡川西町、多田村、東谷村、

小野市 昭和29（1954）年 12月1日 加東郡小野町、河合村、来住村、市場村、大部村、
下東条村

三田市 昭和33（1958）年 7月1日 有馬郡三田町
加西市 昭和42（1967）年 4月1日 加西郡北条町、加西町、泉町
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村
と
合
併
し
た
。
そ
れ
は
占
領
軍
の
ラ
モ
ー
ト
中
佐
に
支
援
さ
れ
た
こ
と
か
ら
ラ
モ
ー
ト
合
併
と
も
呼
ば
れ
た
。
尼
崎
市
は
、

二
十
二
年
二
月
に
市
北
部
の
園
田
村
を
合
併
し
た
。

　
さ
ら
に
二
十
八
年
九
月
、
政
府
が
「
町
村
合
併
促
進
法
」
を
制
定
し
た
の
を
受
け
て
、
県
も
県
町
村
合
併
促
進
審
議
会
・
同

促
進
協
議
会
を
設
置
し
て
、
住
民
へ
の
啓
発
宣
伝
に
努
め
た
。
同
時
に
市
制
施
行
も
相
次
い
だ
。
昭
和
二
十
五
年
に
豊
岡
市
・

加
古
川
市
が
、
赤
穂
市
（
二
十
六
年
）、
西
脇
・
宝
塚
・
三
木
・
高た

か
砂さ

ご
・
川
西
・
小
野
市
（
二
十
九
年
）
と
続
い
た
。

　
三
十
一
年
六
月
に
は
、
失
効
し
た
町
村
合
併
促
進
法
に
代
わ
っ
て
新
市
町
村
建
設
促
進
法
が
制
定
施
行
さ
れ
、
三
十
四
年
五

月
印
南
郡
大
塩
町
の
姫
路
市
へ
の
編
入
で
一
段
落
し
た
。
こ
の
結
果
、
二
十
八
年
か
ら
三
十
六
年
の
間
に
、
市
は
一
四
か
ら
二

〇
に
、
町
は
五
八
か
ら
七
六
に
増
え
、
村
は
二
五
〇
か
ら
一
へ
と
激
減
し
た
。
い
わ
ゆ
る
「
昭
和
の
大
合
併
」
後
の
昭
和
三
十

七
年
に
阿あ

閇え

村
が
播
磨
村
に
改
称
と
同
時
に
播
磨
町
に
な
り
、
全
国
都
道
府
県
で
最
初
に
「
村
」
が
な
く
な
っ
た
。

復
興
か
ら
成
長
へ
─

高
度
成
長
の
光
と
影

戦
前
隆
盛
を
誇
っ
た
兵
庫
県
の
工
業
生
産
能
力
は
、
戦
時
中
の
設
備
酷
使
と
戦
災
に
よ
っ
て
ほ
と
ん
ど

壊
滅
状
態
に
近
く
、
昭
和
二
十
年
四
月
に
は
戦
前
の
四
分
の
一
、
同
年
九
月
に
は
一
〇
分
の
一
以
下
に

減
退
し
、わ
ず
か
に
過
去
の
ス
ト
ッ
ク
資
材
の
食
い
つ
ぶ
し
に
よ
る
縮
小
再
生
産
と
い
う
惨
状
に
あ
っ
た
。息
を
吹
き
返
す
き
っ

か
け
と
な
っ
た
の
は
、
昭
和
二
十
五
年
六
月
に
勃
発
し
た
朝
鮮
戦
争
だ
っ
た
。
米
軍
の
特
需
と
、
世
界
的
な
軍
備
拡
充
に
伴
う

輸
出
の
伸
長
か
ら
、
ド
ッ
ジ
・
ラ
イ
ン
で
抑
制
さ
れ
て
い
た
設
備
投
資
や
在
庫
投
資
が
活
発
化
し
て
い
っ
た
。
県
内
で
も
、
窯

業
・
金
属
工
業
・
化
学
工
業
な
ど
を
筆
頭
に
輸
出
が
伸
長
し
、
紡
績
は
じ
め
東
播
一
帯
の
中
小
企
業
も
活
性
化
さ
れ
た
。

　
昭
和
三
十
年
に
日
本
経
済
は
戦
前
水
準
を
回
復
し
、
翌
三
十
一
年
『
経
済
白
書
』
は
「
も
は
や
戦
後
で
は
な
い
」
と
記
し
た
。

三
十
年
は
、
社
会
党
の
左
右
統
一
に
刺
激
さ
れ
て
、
自
由
党
と
民
主
党
の
保
守
合
同
が
な
り
自
由
民
主
党
が
設
立
さ
れ
た
、
い
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わ
ゆ
る
「
五
五
年
体
制
」
が
成
立
し
た
年
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
前
後
か
ら
、
日
本
経
済
は
復
興
か
ら
成
長
へ
と
大
き
く
舵
を
切

り
始
め
、
以
後
、
三
十
九
年
ま
で
経
済
成
長
率
一
〇
％
と
い
う
世
界
に
例
を
み
な
い
高
度
成
長
を
遂
げ
た
。

　
三
十
五
年
の
安
保
騒
動
を
経
て
、
池い
け
田だ

勇は
や
人と

内
閣
が
成
立
す
る
。
七
月
池
田
首
相
は
、
看
板
政
策
と
し
て
「
国
民
所
得
倍
増

計
画
」
を
掲
げ
、「
国
民
生
活
水
準
の
顕
著
な
向
上
と
完
全
雇
用
の
達
成
」
を
う
た
い
、
さ
さ
く
れ
だ
っ
た
政
治
の
季
節
か
ら

経
済
の
季
節
へ
の
転
換
を
は
か
っ
た
。
三
十
七
年
十
月
に
は
、「
国
土
の
均
衡
あ
る
発
展
」
を
図
る
こ
と
を
目
標
と
し
た
「
全

国
総
合
開
発
計
画
」（
一
全
総
）
が
出
さ
れ
、
地
域
格
差
の
是
正
と
過
密
過
疎
の
解
消
を
目
指
し
た
。
そ
し
て
三
十
七
年
五
月
に

人
口
や
産
業
の
大
都
市
集
中
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
た
新
産
業
都
市
建
設
促
進
法
が
、
翌
三
十
八
年
に
は
兵
庫
県
の
播
磨
地

域
を
含
む
工
業
整
備
特
別
地
域
が
指
定
さ
れ
た
。
高
度
成
長
は
、
拠
点
開
発
方
式
、
重
化
学
工
業
化
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
た
。

　
県
内
に
お
け
る
鉱
工
業
生
産
も
年
々
驚
く
べ
き
成
長
を
遂
げ
た
。
昭
和
三
十
年
を
一
〇
〇
と
す
る
県
鉱
工
業
生
産
指
数
は
、

三
十
五
年
に
二
三
三
・
四
を
示
し
、
四
十
年
に
四
三
二
と
驚
く
べ
き
伸
張
ぶ
り
を
示
し
て
い
る
。
製
造
工
業
の
部
門
別
で
は
、

電
気
機
械
は
七
七
八
・
六
を
示
し
五
年
間
で
約
八
倍
に
上
昇

し
、
四
年
後
に
は
約
二
〇
〇
〇
と
二
〇
倍
と
な
っ
た
。
一
般

の
生
活
水
準
の
向
上
に
基
づ
く
家
庭
用
電
気
機
器
な
ど
弱
電

関
係
の
増
産
に
加
え
て
、
主
力
メ
ー
カ
ー
の
重
電
機
部
門
の

充
実
を
物
語
っ
て
い
る
。
次
い
で
、
化
学
三
〇
九
・
六
（
五

一
七
・
三
。
以
下
括
弧
内
は
四
十
年
を
示
す
）、
機
械
三
〇
一
・

三
（
七
〇
七
・
七
）、
鉄
鋼
二
一
五
・
四
（
三
四
七
・
七
）
と

表3　兵庫県鉱工業生産指数
（昭和 30 年＝ 100）

年次 昭和35年 40年
鉱工業総合 233.4 432.0
鉱業 90.6 235.5
製造工業 235.5 438.0
　鉄鋼 215.4 347.7
　非鉄金属 120.2 127.1
　機械 301.3 707.7
　電気機械 778.6 2,002.6
　輸送機械 173.5 533.1
　窯業 250.5 363.7
　化学 309.6 517.3
　ゴム 212.0 221.1
　皮革 121.6 276.8
　紙パルプ 189.4 186.7
　繊維 168.8 194.0
　製材 127.8 224.9
　食料品 139.0 212.0
　その他 111.1 133.5
� （『兵庫県百年史』より作成）
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続
い
て
い
る
（
表
３
「
兵
庫
県
鉱
工
業
生
産
指
数
」
参
照
）。

　
従
業
者
数
も
三
十
年
の
約
三
二
万
人
に
対
し
、三
十
五
年
で
は
四
七
万
人
に
増
加
し
て
い
る
。
工
業
構
造
を
見
る
と
、鉄
鋼・

造
船
・
機
械
な
ど
重
工
業
は
工
業
製
造
品
総
生
産
額
の
約
四
五
％
、
以
下
食
料
品
、
化
学
工
業
、
電
気
機
器
、
繊
維
、
ゴ
ム
と

つ
づ
く
。
い
ず
れ
も
年
間
五
〇
〇
億
円
以
上
の
出
荷
額
。
全
国
的
地
位
は
、
工
業
製
品
全
体
で
七
・
七
％
（
第
五
位
）、
鉄
鋼
一

九
・
五
％
、
ゴ
ム
二
〇
・
四
％
で
、
い
ず
れ
も
第
一
位
と
な
っ
て
い
る
。
地
域
的
に
は
、
阪
神
工
業
地
帯
と
播
磨
工
業
地
帯
（
東

播
・
西
播
）
で
、
事
業
所
の
約
八
〇
％
、
従
業
員
の
九
三
・
四
％
、
製
品
出
荷
額
で
は
九
七
・
五
％
に
達
し
て
い
る
。

　
日
本
経
済
は
拡
大
を
続
け
、
パ
イ
が
大
き
く
な
り
、「
三
種
の
神
器
」
と
呼
ば
れ
た
白
黒
テ
レ
ビ
・
電
気
洗
濯
機
・
電
気
冷

蔵
庫
は
、
六
〇
年
代
半
ば
に
は
八
割
超
の
家
庭
に
普
及
し
た
。
大
衆
消
費
社
会
が
到
来
し
、
農
村
か
ら
都
市
へ
の
民
族
大
移
動

は
都
市
の
過
密
と
農
村
の
過
疎
を
生
み
出
し
た
。
兵
庫
県
で
も
、
三
十
年
か
ら
四
十
五
年
に
か
け
て
阪
神
地
域
で
七
七
％
増
、

東
播
で
三
五
％
増
と
な
り
、
逆
に
但
馬
・
丹
波
・
淡
路
で
は
一
七
～
一
八
％
の
人
口
減
と
な
っ
て
い
る
。
地
域
格
差
の
是
正
と

い
う
課
題
は
逆
に
、
太
平
洋
ベ
ル
ト
地
帯
へ
の
工
業
集
中
を
生
ん
だ
。
同
様
に
、
兵
庫
県
で
は
阪
神
・
神
戸
と
播
磨
臨
海
部
へ

の
工
業
の
偏
在
を
加
速
し
た
。

　
こ
う
し
た
中
、
昭
和
三
十
九
年
十
月
に
開
か
れ
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
日
本
の
復
興
と
発
展
を
象
徴
す
る
イ
ベ
ン
ト
と

な
っ
た
。
開
会
式
の
視
聴
率
は
八
四
・
七
％
に
の
ぼ
り
、
六
五
〇
〇
万
人
が
白
黒
テ
レ
ビ
に
見
入
っ
た
こ
と
に
な
る
。
祭
典
の

後
、
こ
の
国
は
一
時
的
に
不
況
に
見
舞
わ
れ
た
が
、
ち
ょ
う
ど
高
度
経
済
成
長
の
中
間
点
に
差
し
か
か
っ
て
い
た
。

　
『
兵
庫
県
百
年
史
』
は
最
後
に
、
昭
和
四
十
二
年
に
策
定
さ
れ
た
兵
庫
県
初
の
「
県
勢
振
興
計
画
」
に
拠
り
つ
つ
、
兵
庫
県

の
課
題
を
経
済
開
発
と
社
会
開
発
の
二
つ
に
分
け
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
ま
ず
経
済
開
発
の
課
題
と
し
て
、
第
一
に
阪
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神
・
播
磨
地
域
と
但
馬
・
丹
波
・
淡
路
地
域
と
の
間
に
あ
る
地
域
格
差
の
是
正
を
挙
げ
て
い
る
。
第
二
に
成
長
業
種
の
導
入
を

中
心
と
す
る
工
業
構
造
の
改
善
、
第
三
に
商
業
機
能
の
強
化
、
第
四
に
農
林
水
産
業
、
特
に
農
業
の
近
代
化
、
第
五
に
土
地
利

用
の
適
正
化
、
第
六
に
水
需
給
の
広
域
的
調
整
、
そ
し
て
最
後
に
東
西
を
結
ぶ
交
通
の
ほ
か
、
南
北
を
直
結
す
る
道
路
・
鉄
道

な
ど
の
交
通
網
の
整
備
、
の
七
つ
で
あ
る
。
社
会
開
発
の
課
題
と
し
て
は
、
①
住
宅
建
設
の
促
進
、
②
生
活
環
境
の
整
備
、
③

社
会
福
祉
と
社
会
保
障
の
充
実
、
④
保
健
衛
生
と
医
療
の
充
実
で
あ
る
。

　
経
済
開
発
と
社
会
開
発
か
ら
出
さ
れ
た
、
一
一
の
課
題
へ
の
回
答
は
本
編
を
お
読
み
い
た
だ
き
た
い
。
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